
  

 

ふれあい月間を迎えて       副校長  大野 正人  

 谷原小学校では、何年も前から「コッコちゃん」と呼ばれているニワトリを飼っ

ています。何年も前からというのは、今いる職員は着任した時からコッコちゃんが

いるので、いつから飼われていたのかが分からないのです。転任した人の話では、

少なくとも１１年前にはいたということが分かっています。調べたところ、ニワト

リは飼育環境にもよりますが、６～８年、長いもので１０年以上の寿命があるそう

です。それにしても、素晴らしい長寿です。  

 毎年４年生が交代でえさやりや掃除をしてコッコちゃんの世話をしています。長

期の休みには、有志の児童や日直の教員、警備の方々が世話をしてきました。もと

もと強いニワトリ（であったこと）に加え、多くの人たちの生命尊重の思いが長寿

に繋がっているのだろうと思います。  

 また、生活科で１年生がコッコちゃんを抱いた時に、多くの児童が「あたたかい」

という感想をもちました。命あるもののあたたかさや生きているという鼓動を感じ

ることで、一人一人が温かい気持ちになり、他への優しい心を育むステップになる

と願っています。  

 １０月３１日は、全校遠足でした。１カ月前から、６年と１年、５年と３年、４

年と２年の兄弟学年の班で現地での遊びを相談したり、バッチを作ったりして準備

をしてきました。当日は、心配された降雨もなく、一部に青空も覗く中で実施出来

ました。兄弟学年で学校を出発。上級生が下級生とペアになり、手をつないで話し

かけたり安全に気を付けたりして光が丘公園まで歩いて行きました。公園では、兄

弟学年の班で上級生と下級生が、ボールや大縄を使ったり鬼ごっこをしたりして仲

良く遊びました。帰ってきて、「疲れたけれど、楽しかった」とどの子の顔も楽し

そうでした。  

 さて、１１月は、「ふれあい月間」と東京都が定め、様々な催しや取り組みがな

されます。児童に関わりのあるものでは、いじめ防止や児童虐待防止などの運動が

あげられます。  

 谷原小学校では、生命尊重や温かい心を育てるための取り組みを平素の教育活動

の中に取り入れています。児童が、安心して通うことができるよう、環境整備を行

うとともに、一人一人の心の育成に努めていきます。  
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音楽科より♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八田　佑季子
　１０月２８日練馬区小学校連合音楽会に５年生が学校の代表で参加しました。移動教室もあってとても大変な時期でしたが、軽井沢か
ら帰ってきた翌週から休む暇もなく連合音楽会一色になりました。特に2週間前からは学校中の先生に放課後練習にきていただき一生懸
命練習しました。
　最初はリズムの難しさや指使いなどで挫折しそうになっていた子も少しずつできるようになってくると、進んで「もう一回！もう一回
見てください～」とやる気満々で16時ギリギリの時間になることもしばしばでした。1週間前になると毎日「○○までできた！」という
報告をたくさんの子がしに来ました。子どもたちの自主的な努力は本当に素晴らしかったです。
　前日の全校朝会の発表では緊張しながらも頑張って演奏でき、たくさんの先生方からお褒めの言葉をいただきました。当日は他の学校
の子どもたちにやはり緊張していましたが、本番が始まると前で指揮をしていた私も思わず驚いてしまったほど想いのこもった合唱に始
まり、合奏でも前日に練習した最後の盛り上がりがよく表現出来ていました。他の学校の先生方にも「気持ちが伝わってくる良い演奏で
したね」、とのお言葉もいただき大成功でした。
　この連合音楽会を通して、子どもたちの踏ん張り、やる気などの良いところを改めて見つけることができ、とても嬉しく思います。保
護者の皆様にもいろいろとご協力をいただきありがとうございました。これからの学芸会や来年の最高学年に向けて更なる5年生の成長
がとても楽しみです。

教室だより（各学年・専科より）

１年生　　たくさんの　まめを作って ４年生　　　　　　　

　６年生　体育では、初めてチームプレーが必要となる「プレ
ルボール」の学習を行いました。「プレルボール」と
は、チーム４人でコートに入り、ボールをバウンドさせ
て、相手のコートの中にシュートをするゲームです。
　『チームで協力して、楽しくゲームをしよう』という
めあてを立てて始めたのですが、なかなかうまくいかず
楽しくゲームをすることはできませんでした。しかし、
少しずつ「ナイス！」「おしいよ」「ドンマイ」などの
声かけができるようになり、また、チームで作戦を立
て、パスの回し方を工夫できるようになりました。
　子供の学習感想から「プレルボールをやって作戦を立
てたり、ナイスなかけ声をしたりして、友達と協力する
よさがよく分かった。」と協力することのよさや大切
さ、楽しさを感じられたようです。
　普段の学習や生活の中でも、友達関係が広がり、言葉
が足りずに衝突したり、気持ちが伝わらないことが出て
きたりしています。このような経験を通して、友達と上
手な関わり方を学んでいる３年生です。

　２年生では、待望（？）のかけ算の学習が始まりまし
た。かけ算といえば「九九を唱えること」と思っていた
子も多いのですが、かけ算の意味を理解することも大切
な学習です。２×３と３×２の違いを絵や図に書いてき
ちんと説明できるようになって、かけ算の学習の第１段
階が合格となります。
　第２段階が九九の暗唱となるのですが、これもそう簡
単ではありません。「練習たくさんしてきたよ。」「も
うスラスラ言えるよ。」と自信満々のはずが、いざ先生
の前で・・となると、つかえてしまって、もう1回と
なってしまう子も多いのです。
　そんな時、ある子が一言「先生のことお母さんだと思
えばいいんだよ。そしたら緊張しないよ。」と話してい
ました。

　５年生

　いよいよ学芸会。９月から準備を始め、やっと練習が出来
るところまでこぎつけました。８日の演劇鑑賞教室で見る本
物の俳優さんの演技を参考にし、自分たちの世界を作り上げ
ます。体育館の舞台の上が、この世と魔界をつなぐ異空間に
なる予定です。今、この地球上に起きている問題に、自分た
ちはどう向き合うのか、地球という大きな視点で考えた時、
自分は何をすべきでどう生きたら良いのか。テーマに迫りな
がらも、恥ずかしさや演じる・伝えるという難しさと戦いな
がらの１ヶ月になります。「最高学年として、伝説に残るよ
うな劇を上演したい｣という意気込みの実行委員を中心に、見
に来てくださる保護者の方々の心に残る劇を目指します。
　２１日からは読書旬間が始まります。親子で一緒に本を読
んだり、読んだ本の感想を交換したりする事は、小学校の間
だけかもしれません。六年生は最後の年。いつまでも心に残
る１冊を一緒に読んでいただきたいと思います。

　３年生

　１０月の１ヶ月間、４年生は初めての兄弟学年
上級生として、全校遠足を成功させるために様々
な準備をしてきました。なかよし遊びを決めると
きには、「２年生でも分かりやすい遊び」「みん
なで楽しくできる遊び」など、下級生を配慮する
意見が多く出ました。全校遠足当日は、２年生の
手を引き率先して行動するなど、一歩成長した４
年生の姿を見ることができました。
　１１月末には学芸会があります。劇のお話や役
決めなど着々と準備・練習が進んでいます。「登
場人物の気持ちを伝えたい」「見ている人を楽し
ませたい」という子供たちの想いを胸に、４年生
らしい「笑い」と「元気さ」をお伝えできる劇に
なるよう指導していきたいと思います。

 9月から歌の練習を始め、取り組んできた合唱曲
「かならす、かならず」。移動教室の朝は、合奏
曲「ポロヴェッツ人の踊り」で目覚め、毎日のよ
うに練習を繰り返してきました。連合音楽会で
は、心を一つにして、合唱と合奏をこなし、大成
功でした。音の響く練馬文化ホールでの子どもた
ちの歌声には、担任一同感激しました。この成功
をまたバネにして、今度は学芸会に向けて取り組
みます。自分のことを全力で行うと同時に、他を
思いやり力を合わせていけるよう指導にあたって
いきます。
　就学時健診でも、来年の1年生のお世話が始ま
りました。最高学年に向けて学校全体の準備や片
付けなども担っていきます。高学年としてふさわ
しい行動ができるように、声をかけています。

　今、子どもたちが夢中になっているのは、外で
は鉄棒・雲梯・登り棒、体育館では肋木、ターザ
ンロープなどです。休み時間になるとこれらの遊
具で夢中になって遊び、休み時間が終わると「ま
た皮がむけちゃった」と皮がむけ真っ赤になった
手を誇らしげに見せに来ます。保健室で絆創膏を
貼ってもらうのですが、それでもまた翌日には遊
具へと駆けていくのです。また体育の授業でも、
初めて使うマット・跳び箱・平均台・肋木などに
嬉々として取り組んでいます。
　運動嫌いや体を動かすのを嫌がる子の増加が指
摘されていますが、この一年生には全く無縁のよ
うです。

２年生



１１月、１２月はじめの行事予定 

  ２日（日）地区祭（石神井東中）      ２７日（木）学芸会リハーサル 

 ４日（火）美化日 委員会         ２８日（金）学芸会児童鑑賞日 

学芸会時間割始         ２９日（土）学芸会保護者鑑賞日 

  ５日（水）避難訓練 ６年起震車体験          午前授業（給食なし） 

午前授業（研究全体会）      

４年１組 二宮学級 ５校時授業 －１２月－ 

６日（木）安全指導             

８日（土）学校公開日 午前授業 給食なし  １日（月）振替休業日 

       演劇鑑賞教室           ３日（水）午前授業（教育会研究日） 

１３日（木）５年情報モラル教室＋講習会    ４日（木）個人面談始 午前授業 

１７日（月）クラブなし ６年６校時あり    ５日（金）個人面談 午前授業 

 １８日（火）午前授業（小中一貫研究）          健康の日 読書旬間終 

 ２１日（金）読書旬間始（～１２／５日まで）  ８日（月）委員会 なわとぴ旬間始 

す 

 ※ 個人面談は学級により、日程や時間が異なります。各学級のご案内をご確認ください。 

                              

学芸会がやってくる！ 

学芸会委員会  高瀬 幸恵 

  二年に一度の大きな行事、学芸会がいよいよ迫ってきました。１１月２８日、２９日に行い

ます（詳細につきましては、別途ご案内させていただきます）。なお、今回は新しい校舎や体育

館になっての記念すべき第一回目でもあります。 

 

 各学年の演目を発表します！ 

１年生 「おたまじゃくしの101ちゃん」         ４年生 「ゆかいなじごくめぐり」 

 ２年生 「ぼくらわんぱくぼうけんたい」         ５年生 「魔法をすてたマジョリン」 

 ３年生 「おばけじぞう」                   ６年生 「夢から覚めた夢」 

 

 スローガンも決定しました！ 

 みんなが主役 笑顔かがやけ 思いを舞台にのせて 

 

  これからの約一ヶ月間、最高の舞台となるように、子供たちは全力で努力してくれるものと

思います。保護者、地域の皆様には励ましをお願いするとともに、新体育館に負けないピカピ

カの笑顔と感動をどうぞご期待ください。 



１３日（木）情報モラル教室へお越しください ２校時 ９：３０～ 

                          ３校時１０：３５～ 

 私たちを取り巻く情報機器の進歩にとまどっている方も少なくないのではと

思います。子どもに持たせた（将来持たせることになるであろう）機器のこと

について十分な知識や持つことに伴う危険などを把握されているでしょうか。 

情報モラル教室は、練馬区の事業として毎年５年生が受講しています。２校

時に５年生が受講し、３校時は保護者向けの教室となっています。 

 保護者向けの内容は、子をもつ親として知っておきたい情報機器をめぐる状

況や対処について具体的なものです。また、質疑もありますので、日頃の疑問

も多くが解消できます。 

しかし、開催日が学校公開日と近かったり平日であったりするためか、保護

者の皆様のご参加が毎年少なく残念です。もっと多くの方に参加いただき、わ

が子のみならずわが子を取り巻く子達にまでガードを広げたいです。 

 ご参加は、２校時（５年生向けの教室）から可能です。３校時は、保護者の

皆様向けの教室（５年生はいません）です。３校時からの参加もできます。ご

参加の際の申し込みは不要です。お時間をつくっていただき、ご来校ください。

お待ちしております。 

 

 

高まってきました 

 ５年生は、１０月８日（水）から１０日（金）の間、移動教室に軽井沢に行

きました。台風が直前に来るなど天候の不安はありましたが、３日間好天に恵

まれ、全行程を行なうことができました。妙義山の山登り、林業体験、白糸の

滝からのハイキング、浅間園の見学、りんご狩り、博物館の見学などです。こ

れらの他にも、バスの中でのレク、宿舎での生活、キャンプファイアー、肝試

しなども行ないました。 

５年生は、事前の準備や学習から、係や班で協力して移動教室に向けて作業

や学習を進めてきました。現地での３日間も、日ごとに協力して生活する姿が

見られ、集団としても高まってきました。 

素晴らしい自然の中での体験活動は、心に残る思い出となったことと思いま

す。それにも増して、友達と協力して過ごした３日間は、達成感のある体験と

して、今後の学校生活の中で、大きな自信となっていくこと思います。一人一

人はもとより、５年生という学年集団として高まった移動教室でした。 

 

 

お詫びです 

 お詫びです。ご訂正ください。先月の学校だよりで、後藤教諭の長子の誕生

をお知らせしました。その際、男児と記しましたが女児の誤りでした。お詫び

するとともにご訂正をお願いします。 


